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(57)【要約】
【課題】より柔軟な駅務処理の変更および拡張が可能な
駅務システム、および発券システムを提供することであ
る。
【解決手段】実施形態の駅務システムは、駅務機器と、
サーバ装置とを持つ。駅務機器は、駅務機器側通信部、
読取部、および駅務機器側制御部を持つ。読取部は、乗
車券から識別情報を読み取る。駅務機器側制御部は、識
別情報が読み取られた場合に識別情報および処理要求を
サーバ装置に送信して識別情報および処理要求に対する
処理結果を受信した場合に処理結果に基づいて所定の動
作を行う。サーバ装置は、サーバ装置側通信部、記憶部
、およびサーバ装置側制御部を持つ。記憶部は、識別情
報と乗車券の効力を示す効力情報を含む情報とを対応づ
けて記憶する。サーバ装置側制御部は、駅務機器から識
別情報および処理要求を受信した場合に識別情報に対応
する効力情報に基づいて駅務処理を行い、識別情報およ
び駅務処理の処理結果を駅務機器に送信する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバ装置と通信する駅務機器側通信部、
　乗車券から識別情報を読み取る読取部、および、
　前記読取部により前記識別情報が読み取られた場合に、読み取った前記識別情報および
処理要求を、前記駅務機器側通信部を用いて前記サーバ装置に送信し、前記駅務機器側通
信部が前記サーバ装置から前記識別情報および前記処理要求に対する処理結果を受信した
場合に、前記処理結果に基づいて所定の動作を行う駅務機器側制御部、
　を有する駅務機器と、
　前記駅務機器と通信するサーバ装置側通信部、
　前記識別情報と前記乗車券の効力を示す効力情報を含む情報とを対応づけて記憶する記
憶部、および、
　前記サーバ装置側通信部が前記駅務機器から前記識別情報および前記処理要求を受信し
た場合に、前記記憶部に記憶された前記識別情報に対応する前記効力情報に基づいて駅務
処理を行い、前記識別情報および前記駅務処理の処理結果を、前記サーバ装置側通信部を
用いて前記駅務機器に送信するサーバ装置側制御部、
　を有するサーバ装置と、
　を備える駅務システム。
【請求項２】
　前記駅務機器は、自動改札機であり、
　前記サーバ装置側制御部は、前記駅務処理として、前記記憶部に記憶された前記効力情
報に基づいて前記乗車券を提示した利用者の通過の可否を判定し、
　前記駅務機器側制御部は、前記所定の動作として、前記サーバ装置側制御部により判定
された結果に基づいて、前記利用者の通過を許可または拒否する、
　請求項１に記載の駅務システム。
【請求項３】
　前記駅務機器は、精算機であり、
　前記サーバ装置側制御部は、前記駅務処理として、前記記憶部に記憶された前記識別情
報に対応する前記効力情報に基づいて精算の要否を判定し、精算が必要であると判定した
場合に前記記憶部に記憶された前記効力情報に基づいて精算金額を算出し、
　前記駅務機器側制御部は、前記所定の動作として、前記サーバ装置側制御部により判定
された精算の要否の結果、および前記サーバ装置側制御部により算出された精算金額に基
づいて、精算を行う、
　請求項１に記載の駅務システム。
【請求項４】
　サーバ装置と通信する発券機側通信部、
　乗車券を発券する要求を受け付ける受付部、および、
　前記受付部により要求を受け付けた場合に、前記要求に基づく処理要求を、前記発券機
側通信部を用いて前記サーバ装置に送信し、前記発券機側通信部が前記サーバ装置から識
別情報および前記処理要求に対する処理結果を受信した場合に、前記処理結果に基づいて
所定の発券処理を行う発券機側制御部、
　を有する発券機と、
　前記発券機と通信するサーバ装置側通信部、
　前記サーバ装置側通信部が前記発券機から前記処理要求を受信した場合に、乗車券を一
意に特定する識別情報を取得するサーバ装置側取得部、
　前記サーバ装置側通信部により受信した前記処理要求に基づいて前記乗車券の効力を示
す効力情報を生成する生成部、前記サーバ装置側取得部により取得された前記識別情報と
前記生成部により生成された前記効力情報を含む情報とを対応づけて記憶する記憶部、お
よび、
　前記記憶部に記憶された前記識別情報および前記生成部により判定された効力情報を前
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記処理結果として、前記サーバ装置側通信部を用いて前記発券機に送信するサーバ装置側
制御部、
　を有するサーバ装置と、
　を備える発券システム。
【請求項５】
　前記サーバ装置側取得部は、前記識別情報を生成する生成部を含み、
　前記記憶部は、前記生成部により生成された前記識別情報に前記乗車券の効力を示す効
力情報を含む情報を対応づけて記憶する、
　請求項４に記載の発券システム。
【請求項６】
　前記発券機は、媒体から前記識別情報を読み取る読取部を有し、
　前記発券機側制御部は、前記読取部により読み取られた前記識別情報を前記処理要求と
共に前記サーバ装置に送信し、
　前記サーバ装置側取得部は、前記サーバ装置側通信部が前記処理要求と共に前記識別情
報を受信した場合に、受信された前記識別情報を取得する、
　請求項４に記載の発券システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、駅務システム、および発券システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　駅務システムは、乗車券に効力情報などの情報を記憶させ、駅務機器により乗車券に記
憶された情報を読み取ることで、駅務機器により各種の駅務処理を行っている。しかしな
がら、駅務処理を変更・拡張しようとした場合、乗車券に記憶される情報のフォーマット
を変更する必要が生じる場合があり、柔軟な駅務処理の変更・拡張が困難である場合があ
った。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－８５８８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、より柔軟な駅務処理の変更および拡張を可能とした
駅務システム、および発券システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の駅務システムは、駅務機器と、サーバ装置とを持つ。前記駅務機器は、駅務
機器側通信部、読取部、および駅務機器側制御部を持つ。前記駅務機器側通信部は、前記
サーバ装置と通信する。前記読取部は、乗車券から識別情報を読み取る。前記駅務機器側
制御部は、前記読取部により前記識別情報が読み取られた場合に、読み取った前記識別情
報および処理要求を、前記駅務機器側通信部を用いて前記サーバ装置に送信し、前記駅務
機器側通信部が前記サーバ装置から前記識別情報および前記処理要求に対する処理結果を
受信した場合に、前記処理結果に基づいて所定の動作を行う。前記サーバ装置は、サーバ
装置側通信部、記憶部、およびサーバ装置側制御部を持つ。前記サーバ装置側通信部は、
前記駅務機器と通信する。前記記憶部は、前記識別情報と前記乗車券の効力を示す効力情
報を含む情報とを対応づけて記憶する。前記サーバ装置側制御部は、前記サーバ装置側通
信部が前記駅務機器から前記識別情報および前記処理要求を受信した場合に、前記記憶部
に記憶された前記識別情報に対応する前記効力情報に基づいて駅務処理を行い、前記識別
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情報および前記駅務処理の処理結果を、前記サーバ装置側通信部を用いて前記駅務機器に
送信する。
【０００６】
　実施形態の発券システムは、発券機と、サーバ装置とを持つ。前記発券機は、発券機側
通信部、受付部、および発券機側制御部を持つ。前記発券機側通信部は、サーバ装置と通
信する。前記受付部は、乗車券を発券する要求を受け付ける。前記発券機側制御部は、前
記受付部により要求を受け付けた場合に、前記要求に基づく処理要求を、前記発券機側通
信部を用いて前記サーバ装置に送信し、前記発券機側通信部が前記サーバ装置から識別情
報および前記処理要求に対する処理結果を受信した場合に、前記処理結果に基づいて所定
の発券処理を行う。前記サーバ装置は、サーバ装置側通信部、サーバ装置側取得部、生成
部、記憶部、およびサーバ装置側制御部を持つ。前記サーバ装置側通信部は、前記発券機
と通信する。前記サーバ装置側取得部は、前記サーバ装置側通信部が前記発券機から前記
処理要求を受信した場合に、乗車券を一意に特定する識別情報を取得する。前記生成部は
、前記サーバ装置側通信部により受信した前記処理要求に基づいて前記乗車券の効力を示
す効力情報を生成する。前記記憶部は、前記サーバ装置側取得部により取得された前記識
別情報と前記生成部により生成された前記効力情報を含む情報とを対応づけて記憶する。
前記サーバ装置側制御部は、前記記憶部に記憶された前記識別情報および前記生成部によ
り判定された効力情報を前記処理結果として、前記サーバ装置側通信部を用いて前記発券
機に送信する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】実施形態の駅務システム１の一例を示す図。
【図２】実施形態のＩＣカード１０の一例を示す図。
【図３】実施形態のセンターサーバ１００の一例を示すブロック図。
【図４】実施形態の自動改札機３００を上方から見た図。
【図５】実施形態の自動改札機３００の一例を示すブロック図。
【図６】実施形態の精算機４００の一例を示すブロック図。
【図７】実施形態の発券機５００の一例を示すブロック図。
【図８】実施形態のＩＣカード１０、駅務機器、およびセンターサーバ１００の動作の流
れの一例を示す図。
【図９】実施形態のＩＣカード１０（乗車券）、自動改札機３００、およびセンターサー
バ１００の動作の流れの一例を示す図。
【図１０】実施形態のＩＣカード１０、精算機４００、およびセンターサーバ１００の動
作の流れの一例を示す図。
【図１１】実施形態の駅務機器およびセンターサーバ１００の動作の流れの一例を示す図
。
【図１２】実施形態の発券機５００およびセンターサーバ１００の動作の流れの一例を示
す図。
【図１３】実施形態のクレジットカード１０Ａ、駅務機器およびセンターサーバ１００の
動作の流れの一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、実施形態の駅務システム、および発券システムを、図面を参照して説明する。
【０００９】
　駅務システムおよび発券システムは、例えば、鉄道の駅などに設置される機器を含む。
以下の説明では、「乗車券」の一例として交通系のＩＣ（Integrated Circuit）カードを
例示するが、「乗車券」は、交通系のＩＣカードと同様の決済機能を有する携帯端末など
の電子媒体であってもよい。また、乗車券は、ＩＣカードのように情報を記憶し、および
情報を書き込み可能なものに限られない。乗車券は、情報が読み取り可能であって、情報
が書き込み可能でなくてもよい。さらに、乗車券は、無線通信により情報を通信してもよ
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いが、これに限定されず、磁気的に情報が読み取り可能な媒体であってもよく、バーコー
ドやＱＲコード（登録商標）などの表示オブジェクトにより情報が読み取り可能な媒体で
あってもよい。
【００１０】
　図１は、実施形態の駅務システム１の一例を示す図である。駅務システム１は、例えば
、センターサーバ１００と、複数の中継装置２００－１、・・・、２００－Ｎと、自動改
札機３００と、精算機４００と、発券機５００と、定期券発行機６００とを含む。以下の
説明において、中継装置を他の中継装置と区別しない場合には「中継装置２００」と記載
する。
【００１１】
　中継装置２００、自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行
機６００は、例えば、ＩＣカード利用可能エリア内の各駅に設置されている。センターサ
ーバ１００は、例えば、ＩＣカード利用可能エリア内の駅に設置された中継装置２００、
自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００と通信回線
を介して接続される。通信回線は、例えば、ＷＡＮ（Wide Area Network）や、ＶＰＮ（V
irtual Private Network）等などのネットワークである。
【００１２】
　中継装置２００は、例えば、通信インターフェース回路と、自動改札機３００などの状
態を監視する監視盤とを含む。中継装置２００の通信インターフェース回路は、例えば、
センターサーバ１００と通信するＷＡＮやＶＰＮなどのインターフェースと、自動改札機
３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００と通信する例えばＬＡ
Ｎ（Local Area Network）などのインターフェースとを含む。
【００１３】
　中継装置２００は、通信回線を介してセンターサーバ１００と通信を行うと共に、自動
改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００と通信を行う。
なお、図１において、中継装置２００に自動改札機３００、精算機４００、発券機５００
、および定期券発行機６００が接続されてよいが、これに限定されない。中継装置２００
には、自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００のう
ち一部が接続されていればよい。
【００１４】
　図２は、実施形態のＩＣカード１０の一例を示す図である。ＩＣカード１０は、例えば
、樹脂などのカード基材にＩＣチップ（ＩＣモジュール）が埋め込まれた媒体である。Ｉ
Ｃカード１０は、ＲＦＩＤ（Radio Frequency Identifier）技術によって、自動改札機３
００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００により識別情報が読み取
られる。ＩＣカード１０は、例えば、カード側通信部１２、カード側記憶部１４、および
カード側制御部１６を含む。
【００１５】
　カード側記憶部１４には、アカウントＩＤ１４Ａが記憶されている。アカウントＩＤ１
４Ａは、ＩＣカード１０を一意に特定する識別情報である。カード側制御部１６は、カー
ド側通信部１２によって受信されたコマンドに応答して、カード側通信部１２を用いて、
アカウントＩＤ１４Ａを送信する。また、カード側制御部１６は、カード側通信部１２に
よってアカウントＩＤの書き込み要求を受信した場合、アカウントＩＤ１４Ａをカード側
記憶部１４に書き込む。アカウントＩＤ１４Ａは、ＩＣカード１０の識別情報がエンコー
ドされた情報である。エンコードとは、情報を、符号化、記号化、その他の手法により、
人が内容を直接的に認識できない状態に変換することをいう。
【００１６】
　図３は、実施形態のセンターサーバ１００の一例を示すブロック図である。センターサ
ーバ１００は、例えば、サーバ側通信部１１０と、サーバ側制御部１２０と、サーバ側記
憶部１３０とを含む。
【００１７】
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　サーバ側制御部１２０は、例えばＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロセッサ
がプログラムメモリに格納されたプログラムを実行することにより実現される。また、こ
れらの機能部のうち一部または全部は、ＬＳＩ（Large Scale Integration）、ＡＳＩＣ
（Application Specific Integrated Circuit）、またはＦＰＧＡ（Field-Programmable 
Gate Array）等のハードウェアにより実現されてもよい。サーバ側制御部１２０は、セン
ターサーバ１００の動作を統括的に制御する。
【００１８】
　サーバ側通信部１１０は、通信回線および中継装置２００を介して自動改札機３００、
精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００と通信を行う。サーバ側通信部
１１０は、自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００
により送信された情報を受信した場合、受信した情報をサーバ側制御部１２０に出力する
。また、サーバ側通信部１１０は、サーバ側制御部１２０により自動改札機３００、精算
機４００、発券機５００、および定期券発行機６００に送信する情報が供給された場合に
、自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、および定期券発行機６００に情報を
送信する。
【００１９】
　サーバ側記憶部１３０は、例えば、ＨＤＤ（Hard Disc Drive）、フラッシュメモリ、
ＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Only Memory）、ＲＯＭ（Rea
d Only Memory）、またはＲＡＭ（Random Access Memory）等により実現される。また、
サーバ側記憶部１３０には、アプリケーションプログラムなどの各種プログラム、サーバ
側通信部１１０による処理結果などが記憶される。
【００２０】
　サーバ側記憶部１３０には、例えば、アカウントＩＤ１３０Ａと、バリュー情報１３０
Ｂとが記憶される。アカウントＩＤ１３０Ａは、ＩＣカード１０を一意に特定する情報で
ある。バリュー情報１３０Ｂは、自動改札機３００、精算機４００、発券機５００、およ
び定期券発行機６００が動作するために必要な情報である。バリュー情報１３０Ｂは、例
えば、効力情報と、入出場記録情報と、残額情報とを含む。効力情報は、ＩＣカード１０
の効力を示す。すなわち、効力情報は、ＩＣカード１０の利用可能な範囲を規定する情報
である。効力情報は、例えば利用区間および日付、利用可能金額、入場駅と出場駅といっ
たように、様々に設定される。入出場記録情報は、ＩＣカード１０の入場駅、入場日時、
出場駅、および出場日時などの情報を含む。残額情報は、ＩＣカード１０のチャージ残高
などを含む。
【００２１】
　図４は、実施形態の自動改札機３００を上方から見た図である。図５は、実施形態の自
動改札機３００の一例を示すブロック図である。自動改札機３００は、例えば、図４に示
すように、通路を挟んで対向配置される主機３００Ａと、補機３００Ｂとを含む。主機３
００Ａは、例えば、ＣＰＵ３１２と、リーダ部３３０と、扉部３７２と、上面表示部３５
２および正面表示部３５４と、を含む。また、補機３００Ｂは、扉部３７４を含む。自動
改札機３００は、図４に示したものに加えて、例えば、図５に示すように、改札側制御部
３１０と、改札側通信部３２０と、改札側記憶部３４０と、音声出力部３６０と、扉駆動
部３７０とを含む。
【００２２】
　改札側制御部３１０は、例えばＣＰＵ３１２などのプロセッサがプログラムメモリに格
納されたプログラムを実行することにより実現される。また、これらの機能部のうち一部
または全部は、ＬＳＩ、ＡＳＩＣ、またはＦＰＧＡなどのハードウェアにより実現されて
もよい。改札側制御部３１０は、自動改札機３００の各部を統括的に制御する。改札側制
御部３１０は、自動改札機３００の各部を用いて、利用者の通過を許可または拒否する。
【００２３】
　改札側通信部３２０は、ＬＡＮなどの通信インターフェース回路である。改札側通信部
３２０は、中継装置２００を介してセンターサーバ１００と通信を行う。改札側通信部３



(7) JP 2017-162199 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

２０は、リーダ部３３０により読み取られたアカウントＩＤ１４Ａをセンターサーバ１０
０に送信する。改札側通信部３２０は、センターサーバ１００により送信された情報を受
信した場合、受信した情報を改札側制御部３１０に出力する。
【００２４】
　リーダ部３３０は、アンテナおよび通信回路などを備える無線通信装置である。リーダ
部３３０は、図４の進入方向に通過しようとする利用者によって翳されたＩＣカード１０
に記憶されたアカウントＩＤ１４Ａを読み取って、読み取ったアカウントＩＤ１４Ａを改
札側制御部３１０に送信する。
【００２５】
　改札側記憶部３４０は、例えば、ＨＤＤ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ、ＲＯＭ、
またはＲＡＭなどにより実現される。また、改札側記憶部３４０には、ファームウェアや
アプリケーションプログラムなどの各種プログラム、各種機能部による処理結果などが記
憶される。また、改札側記憶部３４０には、リーダ部３３０により読み取られたアカウン
トＩＤ１４Ａや、改札側通信部３２０により受信した情報が記憶されている。
【００２６】
　表示部３５０には、上面表示部３５２および正面表示部３５４が含まれる。上面表示部
３５２は、リーダ部３３０にＩＣカード１０が翳された場合に、改札側制御部３１０によ
って処理された結果を表示する。正面表示部３５４は、図４の進行方向に通過可能である
か否かを示すマークや図形、文字などの画像を表示する。正面表示部３５４の表示内容ま
たは表示の有無は、改札側制御部３１０によって決定される。
【００２７】
　音声出力部３６０は、利用者に通知する各種の音声、およびブザー音を出力する。扉駆
動部３７０は、改札側制御部３１０の制御に従って、扉部３７２および扉部３７４を動作
させる。扉部３７２および扉部３７４は、利用者の通過を拒否する場合に、閉動作する。
【００２８】
　図６は、実施形態の精算機４００の一例を示すブロック図である。精算機４００は、例
えば、精算側制御部４１０と、精算側通信部４２０と、リーダ部４３０と、精算側記憶部
４４０と、表示部４５０と、金銭処理部４６０とを含む。
【００２９】
　精算側制御部４１０は、例えばＣＰＵなどのプロセッサがプログラムメモリに格納され
たプログラムを実行することにより実現される。また、これらの機能部のうち一部または
全部は、ＬＳＩ、ＡＳＩＣ、またはＦＰＧＡなどのハードウェアにより実現されてもよい
。精算側制御部４１０は、精算機４００の各部を用いて、精算を行う。
【００３０】
　精算側通信部４２０は、ＬＡＮなどの通信インターフェース回路である。精算側通信部
４２０は、中継装置２００を介してセンターサーバ１００と通信を行う。精算側通信部４
２０は、リーダ部４３０により読み取られたアカウントＩＤ１４Ａをセンターサーバ１０
０に送信する。精算側通信部４２０は、センターサーバ１００により送信された情報を受
信した場合、受信した情報を精算側制御部４１０に出力する。
【００３１】
　リーダ部４３０は、アンテナおよび通信回路などを備える無線通信装置である。リーダ
部４３０は、挿入口（不図示）に挿入されたＩＣカード１０に記憶されたアカウントＩＤ
１４Ａを読み取って、読み取ったアカウントＩＤ１４Ａを精算側制御部４１０に送信する
。
【００３２】
　精算側記憶部４４０は、例えば、ＨＤＤ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ、またはＲ
ＡＭなどにより実現される。また、精算側記憶部４４０には、ファームウェアやアプリケ
ーションプログラムなどの各種プログラム、各種機能部による処理結果などが記憶される
。また、精算側記憶部４４０には、リーダ部４３０により読み取られたアカウントＩＤ１
４Ａや、精算側通信部４２０により受信した情報が記憶されている。
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【００３３】
　表示部４５０は、例えば、液晶ディスプレイである。表示部４５０は、精算処理の指示
を受け付けるための画像、精算結果の画像などを表示する。金銭処理部４６０は、例えば
、投入された紙幣や硬貨をカウントし、精算代金を超過した釣銭を紙幣や硬貨として購入
者に返却する。
【００３４】
　図７は、実施形態の発券機５００の一例を示すブロック図である。発券機５００は、例
えば、発券側制御部５１０と、発券側通信部５２０と、リーダ部５３０と、発券側記憶部
５４０と、表示部５５０と、操作部５６０と、金銭処理部５７０と、印刷部５８０とを含
む。
【００３５】
　発券側制御部５１０は、例えばＣＰＵなどのプロセッサがプログラムメモリに格納され
たプログラムを実行することにより実現される。また、これらの機能部のうち一部または
全部は、ＬＳＩ、ＡＳＩＣ、またはＦＰＧＡなどのハードウェアにより実現されてもよい
。発券側制御部５１０は、発券機５００の各部を用いて、ＩＣカード１０を発行する。
【００３６】
　発券側通信部５２０は、ＬＡＮなどの通信インターフェース回路である。発券側通信部
５２０は、中継装置２００を介してセンターサーバ１００と通信を行う。発券側通信部５
２０は、リーダ部５３０により読み取られたアカウントＩＤ１４Ａをセンターサーバ１０
０に送信する。改札側通信部３２０は、センターサーバ１００により送信された情報を受
信した場合、受信した情報を発券側制御部５１０に出力する。
【００３７】
　リーダ部５３０は、アンテナおよび通信回路などを備える無線通信装置である。リーダ
部５３０は、挿入口（不図示）に挿入されたＩＣカード１０に記憶されたアカウントＩＤ
１４Ａを読み取って、読み取ったアカウントＩＤ１４Ａを発券側制御部５１０に送信する
。
【００３８】
　発券側記憶部５４０は、例えば、ＨＤＤ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ、またはＲ
ＡＭなどにより実現される。また、発券側記憶部５４０には、ファームウェアやアプリケ
ーションプログラムなどの各種プログラム、各種機能部による処理結果などが記憶される
。また、発券側記憶部５４０には、リーダ部５３０により読み取られたアカウントＩＤ１
４Ａや、発券側通信部５２０により受信した情報が記憶されている。
【００３９】
　表示部５５０は、例えば、液晶ディスプレイである。表示部５５０は、発券処理の指示
を受け付けるための画像などを表示する。表示部５５０は、ボタンやタッチパネルなどの
操作デバイスである。表示部５５０は、利用者の操作を受け付けて、操作内容を示す情報
を発券側制御部５１０に出力する。金銭処理部５７０は、例えば、投入された紙幣や硬貨
をカウントし、発券の代金を超過した釣銭を紙幣や硬貨として購入者に返却する。
【００４０】
　印刷部５８０は、ＩＣカード１０の券面に形成された染料を加熱するヒータなどを含む
。印刷部５８０は、発券側制御部５１０の制御に従って動作する。印刷部５８０は、ＩＣ
カード１０の券面に、利用期間および利用区間などの情報を印刷する。
【００４１】
　以下、実施形態の駅務システム１において、駅務機器により処理要求を受け付けた場合
に、処理要求に対して所定の動作を行う第１の動作について説明する。図８は、実施形態
のＩＣカード１０、駅務機器、およびセンターサーバ１００の動作の流れの一例を示す図
である。なお、図８の説明における駅務機器は、自動改札機３００または精算機４００で
あってもよいが、これに限定されず、ＩＣカード１０を検知した場合に所定の動作を行う
機器であればよい。
【００４２】
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　駅務機器は、利用者の操作に基づいて処理要求を受け付けたか否かを判定する（ステッ
プＳ１００）。駅務機器は、例えば、ＩＣカード１０がリーダ部（３３０または４３０）
により検知された場合に、処理要求を受け付けたと判定する。駅務機器は、処理要求を受
け付けた場合、リーダ部からＩＣカード１０のカード側記憶部１４に記憶されたアカウン
トＩＤ１４Ａを要求するコマンドをＩＣカード１０に送信する。駅務機器は、ＩＣカード
１０からアカウントＩＤ１４Ａを含む応答をリーダ部により受信する。次に、駅務機器は
、通信部（３２０または４２０）を用いて、処理要求およびアカウントＩＤ１４Ａをセン
ターサーバ１００に送信する。
【００４３】
　センターサーバ１００は、サーバ側通信部１１０を用いて、駅務機器により送信された
処理要求およびアカウントＩＤ１４Ａを受信する。センターサーバ１００は、処理要求お
よびアカウントＩＤ１４Ａに基づいて、駅務処理を行う（ステップＳ１０２）。このとき
、センターサーバ１００は、受信したアカウントＩＤ１４ＡがアカウントＩＤ１３０Ａと
して記憶されている場合、アカウントＩＤ１３０Ａに対応したバリュー情報１３０Ｂを読
み出す。センターサーバ１００は、読み出したバリュー情報１３０Ｂに基づいて駅務処理
を行った処理結果をアカウントＩＤと共に駅務機器に送信する。
【００４４】
　駅務機器は、処理結果およびアカウントＩＤを受信した場合、処理結果に基づいて所定
の動作を行う（ステップＳ１０４）。
【００４５】
　以上説明した駅務システム１は、処理要求を受け付けた場合にアカウントＩＤをＩＣカ
ード１０から読み取り、アカウントＩＤをセンターサーバ１００に送信することで、セン
ターサーバ１００に駅務処理を行うことができる。この駅務システム１によれば、ＩＣカ
ード１０に記憶する情報を低減することができるため、駅務処理を変更・拡張する場合に
ＩＣカード１０内の情報を変更しなくても済む可能性を高めることができる。すなわち、
駅務システム１によれば、例えば、バリュー情報１３０Ｂとして扱う情報の変更または拡
張を行う場合に、サーバ側制御部１２０により実行するソフトウェアプログラムを変更す
ることでバリュー情報１３０Ｂの変更または拡張に対応する駅務処理を行うことができ、
ＩＣカード１０の変更をする必要がない。この結果、駅務システム１によれば、より柔軟
な駅務処理の変更および拡張が可能となる。
【００４６】
　また、駅務システム１によれば、乗車券からアカウントＩＤを読み取ることができれば
、乗車券の種類が相違しても、同じ駅務処理を行うことができる。すなわち、駅務システ
ム１において、乗車券の種類と駅務処理とは独立している。このため、駅務システム１に
よれば、乗車券に記憶された情報の読取方式などを変更する場合であっても、駅務機器の
読取部を変更するだけで駅務処理の内容を変更する必要がない。この結果、駅務システム
１によれば、乗車券が変更する場合であってもシステム全体の変更を抑制することができ
、より柔軟な駅務処理の変更および拡張が可能となる。
【００４７】
　以下、実施形態の駅務システム１において、自動改札機３００によりＩＣカード１０を
検知した場合に利用者の通過を許可または拒否する第２の動作について説明する。第２の
動作は、第１の動作の一例である。図９は、実施形態のＩＣカード１０（乗車券）、自動
改札機３００、およびセンターサーバ１００の動作の流れの一例を示す図である。
【００４８】
　自動改札機３００は、乗車券としてのＩＣカード１０がリーダ部３３０に翳されること
でリーダ部３３０によりＩＣカード１０を検知したか否かを判定する（ステップＳ１００
Ａ）。改札側制御部３１０は、ＩＣカード１０を検知した場合、リーダ部３３０を用いて
、ＩＣカード１０のカード側記憶部１４に記憶されたアカウントＩＤ１４Ａを要求するコ
マンドを送信する。改札側制御部３１０は、リーダ部３３０を用いて、ＩＣカード１０か
らアカウントＩＤ１４Ａを含む応答を受信する。次に、改札側制御部３１０は、改札側通



(10) JP 2017-162199 A 2017.9.14

10

20

30

40

50

信部３２０を用いて、通過可否要求およびアカウントＩＤ１４Ａをセンターサーバ１００
に送信する。通過判定要求には、自動改札機３００が設置された駅を特定する駅情報が含
まれる。
【００４９】
　センターサーバ１００は、サーバ側通信部１１０を用いて、自動改札機３００により送
信された通過判定要求およびアカウントＩＤ１４Ａを受信する。サーバ側制御部１２０は
、通過判定要求およびアカウントＩＤ１４Ａに基づいて、通過可否判定処理を行う（ステ
ップＳ１０２Ａ）。
【００５０】
　サーバ側制御部１２０は、受信したアカウントＩＤ１４ＡがアカウントＩＤ１３０Ａと
して記憶されている場合、アカウントＩＤ１３０Ａに対応したバリュー情報１３０Ｂのう
ち、効力情報を読み出す。サーバ側制御部１２０は、通過判定要求に含まれる駅情報と、
効力情報とを参照し、ＩＣカード１０が入場条件または出場条件を満たすか否かを判定す
る。サーバ側制御部１２０は、ＩＣカード１０が入場条件または出場条件を満たすと判定
した場合、ＩＣカード１０の入出場駅および日時等の更新情報をアカウントＩＤ１３０Ａ
に対応する入出場記録情報としてサーバ側記憶部１３０に書き込む。次に、サーバ側制御
部１２０は、サーバ側通信部１１０を用いて、判定結果およびアカウントＩＤを自動改札
機３００に送信する。
【００５１】
　自動改札機３００は、改札側通信部３２０を用いて判定結果およびアカウントＩＤを受
信した場合、判定結果に基づいて利用者の通過を許可または拒否する（ステップＳ１０４
Ａ）。
【００５２】
　以上説明した駅務システム１は、自動改札機３００によりＩＣカード１０のアカウント
ＩＤ１４Ａを読み取った場合に、アカウントＩＤ１４Ａおよび通過判定要求をセンターサ
ーバ１００に送信し、センターサーバ１００によりアカウントＩＤ１３０Ａに対応した効
力情報に基づいて通過判定処理を行って判定結果を自動改札機３００に送信し、自動改札
機３００により判定結果に基づいて利用者の通過を許可または拒否する。これにより、駅
務システム１によれば、ＩＣカード１０に記憶する情報を変更することなく、自動改札機
３００に対する利用者の通過を許可または拒否することができる。この結果、駅務システ
ム１によれば、ＩＣカード１０に記憶する情報を低減することができるため、自動改札機
３００の処理を変更・拡張する場合にＩＣカード１０内の情報を変更しなくても済む可能
性を高めることができ、より柔軟な自動改札機３００の処理の変更および拡張が可能とな
る。
【００５３】
　以下、実施形態の駅務システム１において、精算機４００により精算要求を受け付けた
場合に精算を行う第３の動作について説明する。第３の動作は、第１の動作の他の一例で
ある。図１０は、実施形態のＩＣカード１０、精算機４００、およびセンターサーバ１０
０の動作の流れの一例を示す図である。
【００５４】
　精算機４００は、精算要求を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ１００Ｂ）。精
算機４００は、例えば、乗車券としてのＩＣカード１０が挿入口に挿入された場合に、精
算要求を受け付けたと判定する。精算側制御部４１０は、精算要求を受け付けた場合、リ
ーダ部４３０を用いて、ＩＣカード１０のカード側記憶部１４に記憶されたアカウントＩ
Ｄ１４Ａを要求するコマンドを送信する。精算側制御部４１０は、リーダ部４３０を用い
て、ＩＣカード１０からアカウントＩＤ１４Ａを含む応答を受信する。次に、精算側制御
部４１０は、精算側通信部４２０を用いて、精算要求およびアカウントＩＤ１４Ａをセン
ターサーバ１００に送信する。精算要求には、精算機４００が設置された出場駅を特定す
る駅情報が含まれる。
【００５５】
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　センターサーバ１００は、サーバ側通信部１１０を用いて、精算機４００により送信さ
れた精算要求およびアカウントＩＤ１４Ａを受信する。サーバ側通信部１１０は、精算要
求およびアカウントＩＤ１４Ａに基づいて、精算要否の判定処理、および精算金額の算出
処理を行う（ステップＳ１０２Ｂ）。
【００５６】
　サーバ側通信部１１０は、受信したアカウントＩＤ１４ＡがアカウントＩＤ１３０Ａと
して記憶されている場合、アカウントＩＤ１３０Ａに対応したバリュー情報１３０Ｂのう
ち、効力情報および残額情報を読み出す。サーバ側通信部１１０は、精算要求に含まれる
駅情報と、効力情報とを参照し、ＩＣカード１０が精算の要否を判定する。サーバ側通信
部１１０は、ＩＣカード１０が入場条件または出場条件を満たすと判定した場合、精算の
必要がないと判定する。サーバ側通信部１１０は、ＩＣカード１０が入場条件または出場
条件を満たさないと判定した場合、精算の必要があると判定する。サーバ側通信部１１０
は、精算の必要があると判定した場合、精算金額を計算し、ＩＣカード１０の残額から精
算金額を差し引く。サーバ側制御部１２０は、精算後の残額等の更新情報をアカウントＩ
Ｄ１３０Ａに対応する残額情報としてサーバ側記憶部１３０に書き込む。サーバ側通信部
１１０は、精算金額がＩＣカード１０の残額を超えている場合、精算金額からＩＣカード
１０の残額を差し引いた不足金額を計算する。次に、サーバ側制御部１２０は、サーバ側
通信部１１０を用いて、判定結果、ＩＣカード１０の残額または不足金額、およびアカウ
ントＩＤを精算機４００に送信する。
【００５７】
　精算機４００は、精算側通信部４２０を用いて判定結果、ＩＣカード１０の残額または
不足金額、およびアカウントＩＤを受信した場合、精算を行う（ステップＳ１０４Ｂ）。
精算機４００は、精算を行う必要がない場合、その旨を表示部４５０に表示させる。精算
機４００は、精算を行う必要があり、ＩＣカード１０の残額を受信した場合、ＩＣカード
１０の残額を表示部４５０に表示させる。精算機４００は、精算を行う必要があり、不足
金額を受信した場合、不足金額を要求する画像を表示部４５０に表示させる。精算機４０
０は、金銭処理部４６０を用いて不足金願が投入されたことを検出した場合に精算を完了
する。
【００５８】
　以上説明した駅務システム１は、精算機４００によりＩＣカード１０のアカウントＩＤ
１４Ａを読み取った場合に、アカウントＩＤ１４Ａおよび精算要求をセンターサーバ１０
０に送信し、センターサーバ１００によりアカウントＩＤ１３０Ａに対応したバリュー情
報１３０Ｂに基づいて精算要否の判定などを行って判定結果を精算機４００に送信し、精
算機４００により判定結果に基づいて精算を行うことができる。これにより、駅務システ
ム１によれば、ＩＣカード１０に記憶する情報を変更することなく、精算機４００により
精算を行うことができる。この結果、駅務システム１によれば、ＩＣカード１０に記憶す
る情報を低減することができるため、駅務処理を変更・拡張する場合にＩＣカード１０内
の情報を変更しなくても済む可能性を高めることができ、より柔軟な精算機４００の処理
の変更および拡張が可能となる。
【００５９】
　以下、実施形態の駅務システム１において、駅務機器により発券要求を受け付けた場合
に乗車券を発行する第４の動作について説明する。図１１は、実施形態の駅務機器および
センターサーバ１００の動作の流れの一例を示す図である。なお、図１の説明における駅
務機器は、発券機５００であってもよいが、これに限定されず、定期券発行機６００など
の発券する動作を行う機器であればよい。
【００６０】
　駅務機器は、利用者の操作に基づいて発券要求を受け付けたか否かを判定する（ステッ
プＳ２００）。駅務機器は、発券要求を受け付けた場合、通信部（５２０）を用いて、発
券要求をセンターサーバ１００に送信する。センターサーバ１００は、サーバ側通信部１
１０を用いて、駅務機器により送信された発券要求を受信する。センターサーバ１００は
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、発券要求に基づいて、登録処理を行う（ステップＳ２１０）。このとき、センターサー
バ１００は、新規のアカウントＩＤをサーバ側記憶部１３０に記憶させる。次に、センタ
ーサーバ１００は、処理結果およびサーバ側記憶部１３０に記憶されたアカウントＩＤ１
３０Ａを駅務機器に送信する。次に、駅務機器は、所定の発券処理を行う（ステップＳ２
２０）。
【００６１】
　以下、実施形態の駅務システム１において、駅務機器により発券要求を受け付けた場合
に、乗車券としてのＩＣカード１０を発行する第５の動作について説明する。第５の動作
は、第４の動作の一例である。図１２は、実施形態の発券機５００およびセンターサーバ
１００の動作の流れの一例を示す図である。
【００６２】
　発券機５００は、利用者の操作に基づいて、発券要求および発券条件を受け付けたか否
かを判定する（ステップＳ２００Ａ）。発券条件は、例えば、乗車券の利用期間および利
用区間を含む。発券側制御部５１０は、発券要求および発券条件を受け付けた場合、発券
側通信部５２０を用いて、発券要求および発券条件をセンターサーバ１００に送信する。
【００６３】
　センターサーバ１００は、サーバ側通信部１１０を用いて、発券機５００により送信さ
れた発券要求および発券条件を受信する。発券側制御部５１０は、発券要求および発券条
件に基づいて、登録処理を行う（ステップＳ２１０Ｂ）。まず、サーバ側制御部１２０は
、アカウントＩＤ１３０Ａを生成する（ステップＳ２１２）。サーバ側制御部１２０は、
鉄道事業者が発行する乗車券のためのフォーマットに従ってアカウントＩＤ１３０Ａを生
成する。サーバ側制御部１２０は、発券条件に基づいてバリュー情報１３０Ｂのうち効力
情報を生成する（ステップＳ２１４）。サーバ側制御部１２０は、発券条件に基づいて乗
車券の購入金額を計算する（ステップＳ２１６）。
【００６４】
　サーバ側制御部１２０は、生成したアカウントＩＤ１３０Ａとバリュー情報１３０Ｂと
を対応づけてサーバ側記憶部１３０に書き込む。次に、サーバ側制御部１２０は、サーバ
側通信部１１０を用いて、登録処理が完了したことを示す処理結果、アカウントＩＤ１３
０Ａ、バリュー情報１３０Ｂのうちの効力情報、購入金額を発券機５００に送信する。
【００６５】
　発券機５００は、発券側通信部５２０を用いて、処理結果、アカウントＩＤ、バリュー
情報、および購入金額を受信する。発券側制御部５１０は、表示部５５０を用いて購入金
額を表示させることで購入金額を要求する（ステップＳ２２２）。次に、発券側制御部５
１０は、発券側記憶部５４０により購入金額の入金を受け付けたか否かを判定する（ステ
ップＳ２２４）。発券側制御部５１０は、購入金額の入金を受け付けた場合、乗車券の発
行処理を行う（ステップＳ２２６）。発券側制御部５１０は、乗車券の発行処理として、
金銭処理部５７０を用いた券面への印刷（ステップＳ２２６ａ）、ＩＣカード１０へのア
カウントＩＤの書き込み（ステップＳ２２６ｂ）、およびＩＣカード１０の排出処理（ス
テップＳ２２６ｃ）を行う。
【００６６】
　以上説明した駅務システム１は、発券機５００により発券要求を受け付けた場合に、セ
ンターサーバ１００によりアカウントＩＤ１３０Ａを生成する処理などを行って、アカウ
ントＩＤ１３０Ａを発券機５００に送信し、発券機５００によりＩＣカード１０にアカウ
ントＩＤ１４Ａを書き込んで発券を行うことができる。これにより、駅務システム１によ
れば、アカウントＩＤ１４Ａ以外の情報をＩＣカード１０に書き込むことなしに、ＩＣカ
ード１０を発券することができる。この結果、駅務システム１によれば、駅務機器にアカ
ウントＩＤを読み出させるだけで駅務処理を行わせることができ、駅務処理を変更・拡張
する場合にＩＣカード１０内の情報を変更しなくても済む可能性を高めることができ、よ
り柔軟な駅務処理の変更および拡張が可能となる。
【００６７】
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　以下、実施形態の駅務システム１において、駅務機器により発券要求を受け付けた場合
に、クレジットカード１０Ａを用いて乗車券を発行する第６の動作について説明する。第
６の動作は、第４の動作の他の一例である。また、クレジットカード１０Ａは、媒体の一
例である。第６の動作における媒体は、カードＩＤが付与された利用者が既に保持してい
る他の種類の媒体であってもよい。クレジットカード１０Ａは、例えば、ＩＣカード１０
と同様に、カード側通信部１２、カード側記憶部１４、およびカード側制御部１６を含む
。クレジットカード１０Ａは、カード側記憶部１４に、クレジットカード用のカードＩＤ
を記憶している点で、ＩＣカード１０とは異なる。
【００６８】
　図１３は、実施形態のクレジットカード１０Ａ、駅務機器およびセンターサーバ１００
の動作の流れの一例を示す図である。発券機５００は、利用者の操作に基づいて、クレジ
ットカード１０Ａを乗車券として登録する要求を受け付けたか否かを判定する（ステップ
Ｓ２００Ｂ）。発券側制御部５１０は、例えば、表示部５５０を用いて、「新規のＩＣカ
ードを発行する」を表す文字画像、および「クレジットカードを利用して乗車券を発行す
る」を表す文字画像を表示する。発券側制御部５１０は、「クレジットカードを利用して
乗車券を発行する」を表す文字画像を選択する操作を受け付けた場合に、クレジットカー
ド１０Ａを利用すると判定する。発券側制御部５１０は、「新規のＩＣカードを発行する
」を表す文字画像を選択する操作を受け付けた場合に、クレジットカード１０Ａを利用し
ないと判定する。なお、発券側制御部５１０は、クレジットカード１０Ａを利用しないと
判定した場合、図１２の処理を実行してもよい。
【００６９】
　発券側制御部５１０は、登録要求を受け付けた場合、発券条件を入力したか否かを判定
する（ステップＳ２０２）。発券側制御部５１０は、発券条件を入力した場合、クレジッ
トカード１０Ａの挿入を検知したか否かを判定する（ステップＳ２０４）。発券側制御部
５１０は、リーダ部５３０によりクレジットカード１０Ａを検知した判定した場合に、ク
レジットカード１０Ａの挿入を検知したと判定する。
【００７０】
　次に、発券側制御部５１０は、クレジットカード１０Ａの挿入を検知した場合、リーダ
部５３０を用いてクレジットカード１０Ａのカード側記憶部１４に記憶されたカードＩＤ
を要求するコマンドを送信する。発券側制御部５１０は、リーダ部５３０を用いて、クレ
ジットカード１０ＡからカードＩＤを含む応答を受信する。次に、発券側制御部５１０は
、発券側通信部５２０を用いて、登録要求、発券条件、およびカードＩＤをセンターサー
バ１００に送信する。
【００７１】
　センターサーバ１００は、サーバ側通信部１１０を用いて、発券機５００により送信さ
れた登録要求、発券条件、およびカードＩＤを受信する。発券側制御部５１０は、登録要
求および発券条件に基づいて、クレジットカード１０Ａを乗車券として登録処理を行う（
ステップＳ２１０Ｃ）。このとき、サーバ側制御部１２０は、カードＩＤをアカウントＩ
Ｄ１３０Ａとしてサーバ側記憶部１３０に記憶する。また、サーバ側制御部１２０は、発
券条件に基づくバリュー情報１３０Ｂを生成し、生成したバリュー情報１３０Ｂをカード
ＩＤに対応づけてサーバ側記憶部１３０に記憶する。次に、サーバ側制御部１２０は、サ
ーバ側通信部１１０を用いて、登録処理が完了したことを示す処理結果、カードＩＤを発
券機５００に送信する。
【００７２】
　発券機５００は、発券側通信部５２０を用いて、処理結果およびカードＩＤを受信する
。発券機５００は、クレジットカード１０Ａを排出する（ステップＳ２３０）。なお、発
券側制御部５１０は、例えば、表示部５５０を用いてクレジットカード１０Ａを乗車券と
して登録したことを表示してもよい。
【００７３】
　以上説明した駅務システム１によれば、発券機５００によりクレジットカード１０Ａか
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ら読み取ったカードＩＤを処理要求と共にセンターサーバ１００に送信し、センターサー
バ１００により、カードＩＤをアカウントＩＤ１３０Ａとして登録するので、既存の媒体
を乗車券として発行することができる。
【００７４】
　以上説明した少なくともひとつの実施形態によれば、センターサーバ１００と通信する
駅務機器側通信部（３２０または４２０）、ＩＣカード１０からアカウントＩＤ１４Ａを
読み取る読取部（３３０または４３０）、および、読取部によりアカウントＩＤ１４Ａが
読み取られた場合に、アカウントＩＤ１４Ａおよび処理要求を、駅務機器側通信部を用い
てセンターサーバ１００に送信し、駅務機器側通信部がセンターサーバ１００からアカウ
ントＩＤおよび処理要求に対する処理結果を受信した場合に、処理結果に基づいて所定の
動作を行う駅務機器側制御部（３１０または４１０）、を有する、駅務機器（３００また
は４００）と、駅務機器と通信するサーバ側通信部１１０、アカウントＩＤ１３０ＡとＩ
Ｃカード１０の効力を示す効力情報を含む情報とを対応づけて記憶するサーバ側記憶部１
３０、および、サーバ側通信部１１０が駅務機器からアカウントＩＤ１４Ａおよび処理要
求を受信した場合に、サーバ側記憶部１３０に記憶されたアカウントＩＤ１３０Ａに対応
する効力情報に基づいて駅務処理を行い、アカウントＩＤおよび駅務処理の処理結果を、
サーバ側通信部１１０を用いて駅務機器に送信するサーバ側制御部１２０、を有する、セ
ンターサーバ１００と、を持つことにより、ＩＣカード１０に記憶する情報を低減するこ
とができるため、駅務処理を変更・拡張する場合にＩＣカード１０内の情報を変更しなく
ても済む可能性を高めることができ、より柔軟な駅務処理の変更および拡張が可能となる
。
【００７５】
　以上説明した少なくともひとつの実施形態によれば、センターサーバ１００と通信する
発券側通信部５２０、乗車券を発券する要求を受け付ける操作部５６０、および、操作部
５６０により要求を受け付けた場合に、要求に基づく処理要求を、発券側制御部５１０を
用いてセンターサーバ１００に送信し、発券側通信部５２０がセンターサーバ１００から
アカウントＩＤおよび処理要求に対する処理結果を受信した場合に、処理結果に基づいて
所定の発券処理を行う発券側制御部５１０、を有する、発券機５００と、発券機５００と
通信するサーバ側通信部１１０、サーバ側通信部１１０が発券機５００から処理要求を受
信した場合に、乗車券を一意に特定するアカウントＩＤを取得する取得部（１２０）、サ
ーバ側通信部１１０により受信した処理要求に基づいて乗車券の効力を示す効力情報を生
成する生成部（１２０）、取得部により取得されたアカウントＩＤと効力情報を含む情報
とを対応づけて記憶するサーバ側記憶部１３０、およびサーバ側記憶部１３０に記憶され
たアカウントＩＤおよび効力情報を処理結果として、サーバ側通信部１１０を用いて発券
機５００に送信するサーバ側制御部１２０、を有する、センターサーバ１００と、を持つ
ことにより、ＩＣカード１０に記憶する情報を低減することができるため、駅務処理を変
更・拡張する場合にＩＣカード１０内の情報を変更しなくても済む可能性を高めることが
でき、より柔軟な駅務処理の変更および拡張が可能となる。
【００７６】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【００７７】
１…駅務システム、１０…ＩＣカード、１０Ａ…クレジットカード、１２…カード側通信
部、１４…カード側記憶部、１６…カード側制御部、１００…センターサーバ、１１０…
サーバ側通信部、１２０…サーバ側制御部、１３０…サーバ側記憶部、１３０Ｂ…バリュ
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ー情報、３００…自動改札機、３１０…改札側制御部、３２０…改札側通信部、３３０…
リーダ部、３４０…改札側記憶部、４００…精算機、４１０…精算側制御部、４２０…精
算側通信部、４３０…リーダ部、４４０…精算側記憶部、５００…発券機、５１０…発券
側制御部、５２０…発券側通信部、５３０…リーダ部、５４０…発券側記憶部、６００…
定期券発行機
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